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執筆者紹介（五十音順）

近藤　哲生（こんどう　てつお）国連開発計画（UNDP）駐日代表
○「〔資料〕プラネタリー・バウンダリーと持続可能な食システム」（「学苑」962 号　2020 年 12 月）（共著）
○ �An�Overview�of�Nutrition�and�Sustainable�Development�Goals�（SDGs）:�What�Japan�is�Doing�in�the�Context�of�Aging,�Urbanization,�

and�Globalization.�Gakuen.�2018;�938（共著）
○「国際的な枠組みの動向と，持続可能な開発目標（SDGs:�Sustainable�Development�Goals）の紹介」（「学苑」926 号　2017 年 12 月）（共著）

地家　真紀（ぢけ　まき）食健康科学部食安全マネジメント学科専任講師
○ �Trends�in�the�co-use�of�alcohol�and�tobacco�among�Japanese�adolescents:�periodical�nationwide�cross-sectional�surveys�1996-2017.�BMJ�Open.�2021;�11（8）（共著）
○ Association�between�reduced�serum�BDNF�levels�and�insomnia�with�short�sleep�duration�among�female�hospital�nurses.�Sleep�Medicine.�2020;�68（共著）
○ �Heat-not-burn�tobacco,�electronic�cigarettes,�and�combustible�cigarette�use�among�Japanese�adolescents:�a�nationwide�population�survey�

2017.�BMC�Public�health.�2020;�20（1）（共著）
○ �Prevalence�of�smoking�among�4�licensed�types�of�nursing�personnel�in�Japan:�An�epidemiological�study.�Asia�Pacific�Journal�of�Public�Health.�2019;�31（5）（共著）
○ Long�sleep�duration�and�health�outcomes:�A�systematic�review,�meta-analysis�and�meta-regression.�Sleep�Med�Rev.�2018;�39（共著）

鳥海　希世子（とりうみ　きよこ）環境デザイン学部環境デザイン学科専任講師
○「コミュニティ・メディアをめぐる実践研究の地平―民衆芸術・デザイン・地域社会をキーワードに」（「東京大学大学院情報学環紀要�情報学研究」No. 98　2020 年 3 月）
○「「合評」としてのワークショップ」（「日本バーチャルリアリティ学会誌」24 巻 2 号　2019 年 6 月）
○「あいうえお画文を作ろう」『社会と情報』（高等学校教科書）東京書籍　2012 年（共著）
○「「オイソラ」連中が語り始めるとき―戦後農村サークルにみる市民メディア・デザインの考察」（「デザイン学研究」17 巻 4 号　2011 年 3 月）

フフバートル（フフバートル）人間社会学部現代教養学科教授
○「内モンゴルにおけるモンゴル語の文字改革の問題―終戦後のモンゴル人民共和国「新文字」の影響を中心に―」（「学苑」880 号　2014 年 2 月）
○「内モンゴルにおける『現代モンゴル語』の形成過程とその政治的側面―モンゴル人民共和国からの影響に焦点を当てて―」（「学苑」883 号　2014 年 5 月）
○「内モンゴルにとっての 1945 年 8 月―特殊な政治的環境における独自の終戦史―」（「学苑」898 号�2015 年 8 月）
○「内モンゴルにおけるモンゴル人民共和国文学の受容―20 世紀前半のモンゴル語定期刊行物の資料を中心に―」（上）（「日本モンゴル学会紀要」44 号　2014 年）
○「内モンゴルにおけるモンゴル人民共和国文学の受容―20 世紀前半のモンゴル語定期刊行物の資料を中心に―」（下）（「日本モンゴル学会紀要」45 号　2015 年）

増野　華菜子（ますの　かなこ）食健康科学部管理栄養学科非常勤講師
○「仮設住宅における社会的孤立と精神保健�―東日本大震災から 3 年後の状況―」（「学苑」914 号�2016 年 12 月）（共著）
○ �Distance�to�retail�stores�and�risk�of�being�homebound�among�older�adults�in�a�city�severely�affected�by�the�2011�Great�East�Japan�

Earthquake.�Age�Ageing.�2015;�44（3）（共著）
○ �Social�support�improves�mental�health�among�the�victims�relocated�to�temporary�housing�following�the�Great�East�Japan�Earthquake�

and�Tsunami.�Tohoku�J�Exp�Med.�2014;�234（3）（共著）
○『被災地の再生を考慮した在宅医療の構築に関する研究　平成 25 年度　総括・分担研究報告書』（厚生労働科学研究費補助金地域医療基盤開発推進研究事業　2014 年）（共著）

松永　しのぶ（まつなが　しのぶ）人間社会学部心理学科教授
○『自閉症治療の到達点�第 2 版』日本文化科学社　2015 年（共著）
○『ライフサイクルと心理臨床』八千代出版　2004 年（共著）
○ �「心理学専攻修了生の心理支援専門職としてのキャリア形成―現在の就労状況，職務満足感からの検討―」（「昭和女子大学生活心理研究所紀要」Vol. 22　2020 年 3 月）（共著）
○「働く母親における完全主義傾向がワーク・ファミリー・コンフリクトと精神的健康に与える影響」（「昭和女子大学生活心理研究所紀要」Vol. 21　2019 年 3 月）（共著）
○「「臨床研究用絵画完成課題」の作成―課題遂行の個人差と ASD 傾向および ADHD 傾向との関連―」（「昭和女子大学生活心理研究所紀要」Vol. 18　2016 年 3 月）（共著）

百瀬　良（ももせ　りょう）生活心理研究所助教　
○「地域の発達相談室でのペアレント・トレーニングの取組み―プログラム内容の妥当性と効果の検討―」（「昭和女子大学生活心理研究所紀要」Vol. 23　2021 年 3 月）（共著）
○「心理学専攻修了生の心理支援専門職としてのキャリア形成―現在の就労状況，職務満足感からの検討―」（「昭和女子大学生活心理研究所紀要」Vol. 22　2020 年 3 月）（共著）
○「地域の発達障害児支援事業における発達相談室の役割　個別発達相談およびペアレント・トレーニングの検討」（「昭和女子大学生活心理研究所紀要」Vol. 16　2014 年 3 月）（共著）
○「育児の困難場面における母親の対応尺度開発の試み」（「昭和女子大学大学院生活機構研究科紀要」21 巻　2012 年 9 月）（共著）
○「専業母親の「個」として生きる志向―自尊感情との関連―」（「家族心理学研究」23 巻 1 号　2009 年 5 月）

横谷　馨倫（よこたに　かおり）食健康科学部食安全マネジメント学科専任講師
○ �Comparison�of�CYP�induction�by�Coleus forskohlii�extract�and�recovery�in�the�small�intestine�and�liver�of�mice.�Biol�Pharm�Bull.�2020;�43（1）（共著）
○ �Identification�of�compounds�in�Coleus forskohlii�extract�involved�in�the�induction�of�hepatic�CYP�and�fatty�liver�in�mice.�J�Oleo�Sci.�2019;�68（10）（共著）
○ �Evaluation�of�plasma�antioxidant�activity�in�rats�given�excess�EGCg�with�reference�to�endogenous�antioxidants�concentrations�and�

assay�methods.�Free�Radic�Res.�2017�Feb;�51（2）（共著）
○ �Coleus forskohlii�extract�attenuates�the�hypoglycemic�effect�of�tolbutamide�in vivo�via�a�hepatic�cytochrome�P450-mediated�mechanism.�

Shokuhin�Eiseigaku�Zasshi.�2014;�55（2）（共著）
○ Induction�of�fatty�liver�by�Coleus forskohlii�extract�through�enhancement�of�de�novo�triglyceride�synthesis�in�mice.�Toxicol�Rep.�2014;�1（共著）


